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（3）私の周辺で行われていた秘密任務







少し後に，アンナン地方の公安局長［le Directeur de la Sûreté de l’Annam］の職務を担当







3月 10日の午後 4時 30分に，アライ大尉［le Capitaine Araï］が渡邉領事と共に，私を王
宮へ案内するために迎えにきた。バオ・ダイ陛下はおそらく，事件［明号作戦］の夜から私
たちの来訪を待ちかねていたようだった。私たちが王宮に着いた時，陛下はファム・クイン
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る同日（3月 11日）付の皇帝令第 1号［le Décret Impérial No.1］を公表するために，ただち
に I.P.P.［情報・プロパガンダ・出版部局］に付託した。同部局は日本人ジャーナリストの富



















































い。財務大臣ホー・ダック・カイ閣下［S. Exc. Ho-dac-Khaï, Ministre des Finances］3は有能
で非常に活動的であると，私には思えた。法務大臣ブイ・バン・ドアン閣下［S. Exc. Bui-





















 5 正しい綴りはHuỳnh Thúc Khángである。














































3月 15日の午前から，私は理事長官府で実際に職務についた。 【p. 51】
事務局長のフィリップ氏［M. Philippe, Directeur des Bureaux］が使っていた部屋を自室と
して選び，隣あった数部屋を事務室や秘書室として，日本外交使節団［la Mission Diplo-





［secrétaire particulier］および官房副長官［sous-chef de Cabinet］として自分の傍に置いた
ゴー・ヴァン・ゴー氏（財政問題担当）［M. Ngo-van-Ngo （questions financières）］，レー・
バー・カン氏（物資補給担当）［M. Le-ba-Khan （questions de ravitaillements）］，および
ゴー・ディン・フアン氏（労働監察官）［M. Ngo-dinh-Huan （l’Inspecteur du travail）］の能
力に目を見張った。
 6 コスト陸軍中佐が執筆した送付状p. 2（邦訳 12‒13頁）を参照。エルウィン（Jean Haelewyn）は
アンナン理事長官，またデルサル兄弟とは，インドシナ保安隊監督官（Inspecteur de Garde 
Indochinoise）の Edouard Delsalle と 一 等 行 政 官（Administrateur de 1ère classe des services 
civiles）のAbel Gustave Delsalleを指す。フエで軟禁されていたエルウィンとデルサル兄弟は，そ
の後，日本軍によってサイゴンに連行される途中，1945年 8月 23日にカンボジアのクラチエで殺
害された。日本人 7名がこの事件に関与したとして，1946年 10月 7日にサイゴン法廷で戦犯とし
て裁かれている。











seiller japonais］と，経済やその他の問題のための専門顧問数名［quelques conseillers tech-
niques］を，傍らに置く必要があると考えている。私［横山］が臨時理事長官［Résident 




















































 7 quốc ngữは，ローマ字で表記されたベトナム語を意味する。
 8 理事長官府はフエ市の中央を流れるフオン河（香江）の右岸（南側）に位置し，アンナン政府が
所在する王宮は左岸（北側）に位置していた。





























決心していた。陛下は次のことを宣旨する皇帝令の計画書［un projet du Décret Impérial］
を私に渡した。
1°帝国の政治はこれより「国民を第一とする」［“le peuple avant tout”］9との原則に基づく
 9 “peuple avant tout”は，孟子の言葉「民為貴」のフランス語訳である。

































11 原文p. 57（邦訳 56‒57頁）に前述した 3か条。
12 原文ではDécret Impérial（Du No 3）と記されている。Dụは「諭」のベトナム語表記である。








ンから来たチャン・ディン・ナム医師は 3月 30日，ハノイから来た 4人の人士は 4月 2日，






















































































翌 4月 17日，新閣僚を任命する勅諭第 5号［le Du No 5］が布告，公表された。その名簿
は以下のとおりである。
首相［Président du Conseil］チャン・チョン・キム閣下［S. Exc. Tran-trong-Kim］
内務大臣［Ministre de l’Intérieur］チャン・ディン・ナム医師［Dr. Tran-dinh-Nam］
外務大臣［ Ministre des Affaires Etrangères］チャン・ヴァン・チュオン先生［Me. Tran-
van-Chuong］
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財務大臣［Ministre des Finances］ヴー・ヴァン・ヒエン先生［Me. Vu-van-Hien］
経済大臣［ Ministre de l’Economie Nationale］ホー・ター・カイン医師［Dr. Ho-ta-Khanh］
補給大臣［ Ministre du Ravitaillement］グエン・フウ・ティー医師［Dr. Nguyen-hun-Thi］
教育大臣［ Ministre de l’Education Nationale］ホアン・スアン・ハン教授［Prof. Hoang-
xuan-Han］
法務大臣［Ministre de la Justice］チン・ディン・タオ先生［Me. Trinh-dinh-Thao］
公共事業・交通大臣［ Ministre des Travaux Publiques et des Communications］ルウ・ヴァ
ン・ラン氏［M. Luu-van-Lang］
保健・救済大臣［ Ministre de la Santé Publique et du Secours National］ヴー・ゴック・ア
イン医師［Dr. Vu-ngoc-Anh］



















17 原文タイプで la signe du “Li” du “Bac-Keh ” （ ） と打ち込まれている。八卦のひとつである Ly
の漢字表記は「離」，その形状  は上から陽，陰，陽を示し，火を象徴する。






























18 原文 p. 57（邦訳 57頁）に前述した第 2項「皇帝は，これまで権力から遠ざかっており，国の内
外に隠棲している有能な人材に［助力を］呼びかける」のこと。
19 原文 p. 60（邦訳 58頁）には，（b）「ファム・クイン内閣の辞職とバオ・ダイ陛下による政治家へ
の諮問」の第 2項目として「諮問を受けた人物たちの政策案」に関する記載があるので，これを
指していると思われる。





























［la Présidence du Conseil］が理事長官府の庁舎内に設置され，そして財務省，補給省，経済
省の 3大臣［les trois Ministres des Finances, du Ravitaillement et de l’Economie Nationale］も
20 原文の p. 49（邦訳 52頁）以降に（C）「3月 9日以降のアンナンの組織」の（1）「新政府の創設ま
で」の記述があり，そのうちの（c）「理事長官府とアンナン当局の関係」の第 3項目が「2つの行
政組織の望ましい統合」となっている（原文pp. 55‒56: 邦訳 55‒56頁）。
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理事長官府内の対応する部局に配属された。人事局［Le Bureau du Personnel］と軍事局［le 
Bureau Militaire］は内務省［le Ministre de l’Intérieur］に移行した。それらは，機密院［le 
Conseil du Cô-Mat］およびフランス人評議会［les Conseillers Français］が以前置かれてい
た建物の中にある。法務大臣［le Ministre de la Justice］は，城塞内の旧法務省［l’ancien 
Ministère de la Justice］に配属された。他方，保健，公共事業，教育の各省［les Ministères 
de la Santé publique, des Travaux publiques [ﾏﾏ]，et de l’Education Nationale］は，それぞれ
アンナンの旧公衆衛生局，旧公共事業局，旧公教育局［les anciens bureaux locaux de l’Hy-
giène Publique, des Travaux Publiques [ﾏﾏ] et de l’Instruction Publique de l’Annam］があった
場所に設置された。外務大臣［le Ministre des Affaires Etrangères］については，まず内閣府
［la Présidence du Conseil］の中に事務室を設け，後に彼の居宅とともに，中部外交人民委員
［le Commissaire du peuple aux Affaires Etrangères du Trung-Bô］21が現在使っている建物内へ
移ることになった。青年大臣［Le Ministre de la Jeunesse］は，アンナンの旧スポーツ・青少















た。それ以降，チャン・ヴァン・チュオン外相兼副首相閣下［S. E. Me. Tran-van-Chuong, 





はNam Kỳ（南圻）についてはNam Bộ（南部ベトナム），トンキンもしくはBắc Kỳ（北圻）につ
いてはBắc Bộ（北部ベトナム）という呼称が，革命政権によって採択され始めた。


























































3月 9日以前，日本のプロパガンダ業務［le service de la propagande］は一般に，外交使
節団の情報部門の管轄であり，その下に［日本］文化会館［l’Institut Culturel］が知的，文
化的分野を担当していた。

















道関係者や文化会館［l’Institut Culturel］，日本語普及協会［l’Association pour la diffusion 
de la langue japonaise］，日本観光局［le Bureau du Tourisme du Japon］などにいた人たち
であった。
（b）参謀部の指令
参謀部はフエにおいて，台湾毎日新聞社の特派員・富永氏［M. Tominaga, correspondant 
du journal Taïwan-Maïnichi］を［I.P.P.の］部長［le chef du bureau］として，サイゴンの
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また，外国ラジオ放送の傍受業務にも着手した。
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に，青年省を代表する任務を持つ代理人を，ハノイの欽差閣下［S. E. le Kham-Saï］28のもと




































































mesures urgentes de secours en faveur des sinistrés de la famine］の指揮と組織化を担当して
いた交易営団（日本の対外貿易を統制，調整する機関）30のトンキン支部長フカミ氏［Mr. 
Fukami, directeur pour le Tonkin］は，その任務を遂行するにあたって膨大な障害に直面し
た。彼は，米をただちに供給するために，フランスの軍および文民当局が（万一の場合，彼




















30 原文では la Koyeki Yeidan（Organe de contrôle et coordination du commerce extérieur du Japon）
と記されているが，戦時中の貿易を管理統制する営団として 1941年に設立された交易営団を指す
と思われる。
















負っていた農業信用金庫［le Crédit Agricole］に貸し付ける約 500万ピアストルを必要とし
た。この途方もない貸し金を得るために，フエでインドシナ銀行の支店管理を任されていた
横浜正金銀行のサッサ氏［Mr. Sassa, de la Yokohama Specie Bank］と交渉したのは財務大
臣であった。双方の要求に沿って，私は，この取引がハノイの財務総局［la Direction Gé-
nérale des Finances à Hanoi］とサイゴンのインドシナ銀行総局［la Direction Générale de 


































たことを明らかに示している。教皇代理猊下［S. Exc. le Délégué Apostolique］は，この深
刻な事態に関する憂慮すべき情報を前にして無関心ではいられなかった。そこでドラピエ猊
下［S. E. Monseigneur Drapier］は私に掛け合い，バチカンへ電報を送らせてくれるよう頼


















者のための救済委員会［le Comité de secours］が，サイゴンのスイス領事［le Consul de 
Suisse à Saigon］に掛け合い，この種の奔走をしたが無駄であったと聞いている。外務大臣






























































































33 原文では le Prince Cung-Dè, leur idoleと表現している。































































た。帝国の統一を記念する好機に，中圻［le Trung-Ky］そして北圻の大半の領土［la plus 


























難であった。サイゴン ‒チョロン市長［le Maire de Saigon-Cholon］36の選出もまた同様で
あった。日本当局はまったく急いでいなかったが，ベトナム政府は待ちきれなかった。南圻
の行政権限の移譲をただちに準備するための特別使節団［une Mission Spéciale］を，政府
がサイゴンに派遣することが決定された。チャン・ヴァン・チュオン外務大臣閣下がこの使
節団を取りしきることになり，またグエン・ヴァン・サム氏［Mr. Nguyen-van-Sam］氏が
南圻における欽差の候補に指名された。［しかし］8月 15日が近づいても，この計画はまだ
実行に移されていなかった。
［ベトナム］政府は戦争終結の可能性を知ると， 【p. 102】
急いでグエン・ヴァン・サムを南圻の欽差に任命した。彼は 8月 18日に自動車でフエを出
発したが，ベトミンの蜂起のせいで，南部へ向かう旅程が遅れた。彼がサイゴンに到着した
時には，あらゆる状況が変わっていて，もはや何をすることもできなかった。 【p. 103】
35 注 28参照。
36 Chợ Lớnのベトナム語発音をカタカナにすれば「チョロン」となるが，フランス式発音に従えば
「ショロン」となる。サイゴンに隣接する大規模なチャイナタウンとして有名。
